
健康・食育うらそえ21（第３次） 　ロジックモデル・アクションプラン

項目リスト

№ 項目番号 分野・内容 関連課1 関連課2 関連課3 関連課4 関連課5 関連課6 関連課7 関連課8 関連課9 関連課10 関連課11 関連課12

1 1-1 ①食・栄養 健康づくり
課

健康、いき
いき

こども家庭
課

こども未来
課

学校給食調
理場

調理場、こど
も未来課

2 1-1 ②身体活動・運動 健康づくり
課

観光振興課
文化スポー
ツ振興課

いきいき高
齢支援課

障がい福祉
課

都市計画課
美らまち推

進課
道路課

健康、いき
いき

学校教育課
こども政策

課

3 1-1 ③休養・こころ 健康づくり
課

産業振興課
市民・男女共

同
こども未来

こども家庭
課

いきいき高
齢支援課

こども未来
課

福祉総務課
障がい福祉

課
保護課 学校教育課

こども青少
年課

4 1-1 ④飲酒 健康づくり
課

学校教育課
こども家庭

課
こども青少

年課

5 1-1 ⑤喫煙 健康づくり
課

学校教育課
こども青少

年課
こども家庭

課
各施設所管

課

6 1-1 ⑥歯・口腔 学教、調理
場

学校教育課
健康づくり

課
こども未来

課
こども家庭
課、未来課

こども家庭
課

こども未来
課・調理場

いきいき高
齢支援課

7 1-2 ①がん 健康づくり
課

学校教育課

8 1-2 ②循環器病 健康づくり
課

学校教育課

9 1-2 ③糖尿病 健康づくり
課

10 1-2 ④肝疾患 健康づくり
課

11 2-1 社会とのつながり いきいき高
齢支援課

産業振興課
障がい福祉

課

市民協働・男
女共同参画

課

社会教育推
進課

包括支援体
制準備室

市民生活課
こども家庭

課
健康づくり

課

12 2-2,2-3 自然に健康・基盤整備 健康づくり
課

都市計画課
美らまち推

進課
道路課

各施設所管
課

産業、市民・
男女

市民協働・男
女共同参画

課

こども未来
課

学校給食調
理場

13 3-1~3-3
地産地消・食文化・食の

安全
産業振興課

学校給食調
理場

健康づくり、
産業振興

こども未来
課

学校教育課
環境保全、
健康づくり

各部署
こども未来
課、調理場

こども未来、
こども政策

健康づくり
課

調理場、こど
も未来



＜説明＞

例）　食・栄養

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課

（１）健康的な食に関する知識の普及・啓発、保健指導

7
食育月間、健康増進月間等

での普及・啓発
開催数 関連各

課

健康的な食に関する知識・スキル
を持ち、バランスの良い食事をと
る人増加

7 広報、SNSによる普及・啓発
サッとごはん掲載数、

SNS投稿数
健康づ
くり課 ●肥満傾向児の割合（小5）

7
企業、高校等で行う若年層、
働き盛り向けのの出前講座

参加者数 健康づ
くり課

●肥満者の割合（20～60歳代男
性）

7
通いの場等で行う高齢者向

けの講座
参加者数

健康、
いきい

き
●食塩摂取量の平均値

●肥満者の割合（40～60歳代女
性）

7
健診受診者（国保・長寿）に

対する保健指導
実施人数

健康づ
くり課 ●野菜摂取量の平均値 ●肥満者の割合（65歳以上）

7 妊婦に対する保健指導 保健指導件数 こども
家庭課 ●果物摂取量の平均値 ●やせの割合（20～30歳代女性）

7 マタニティー教室 参加者数 こども
家庭課

●朝食欠食が週３日以下の人の割
合

●やせの割合（65歳以上）

ゆっくりよく噛んで食べる人の増
加

●低出生体重児の割合

健康・食育うらそえ21（第３次）　ロジックモデル・アクションプランについて

適正体重を維持している人の増加

指
標

●主食・主菜・副菜を組み合わせた
食事が１日２回以上の日がほぼ毎
日の人の割合

指
標

アウトカム中間アウトカム
(人の状態・行動、環境の変化）

【介入レベル】

レベル１・・・選択できなくする

レベル2・・・選択を制限する

レベル3・・・逆インセンティブによる選択の誘導

レベル4・・・インセンティブによる選択の誘導

レベル5・・・デフォルトを変えることによる選択の誘導（ナッジ）

レベル6・・・環境を整えて健康的な選択を誘導（ナッジ）

レベル7・・・情報提供、教育

レベル8・・・何もしない、現状のモニタリング

ロジックモデルを用いて、分野別のアウトカムに対して、個別施策（アクションプラン）がどの

ようにつながっているかを示しています。分野別のアウトカムはさらに、健康寿命の延伸という最

終アウトカムにつながっていきます（計画書ｐ.20施策の体系）。

また、広く一般の市民を対象とした施策（ポピュレーションアプローチ）について、介入の強さ

をレベル１～８で示し、介入レベルが弱いものだけになっていないか、ナッジが活用されているか

等を確認することができるようにしています。



個人の行動と健康状態の改善

1-1　生活習慣の改善

① 食・栄養

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課

（１）健康的な食に関する知識の普及・啓発、保健指導

7
食育月間、健康増進月間等

での普及・啓発
開催数 関連各

課

健康的な食に関する知識・スキル
を持ち、バランスの良い食事をと
る人増加

7 広報、SNSによる普及・啓発
サッとごはん掲載数、

SNS投稿数
健康づ
くり課 ●肥満傾向児の割合（小5）

7
企業、高校等で行う若年層、
働き盛り向けのの出前講座

参加者数 健康づ
くり課

●肥満者の割合（20～60歳代男
性）

7
通いの場等で行う高齢者向

けの講座
参加者数

健康、
いきい

き
●食塩摂取量の平均値

●肥満者の割合（40～60歳代女
性）

7
健診受診者（国保・長寿）に

対する保健指導
実施人数

健康づ
くり課 ●野菜摂取量の平均値 ●肥満者の割合（65歳以上）

7 妊婦に対する保健指導 保健指導件数 こども
家庭課 ●果物摂取量の平均値 ●やせの割合（20～30歳代女性）

7 マタニティー教室 参加者数 こども
家庭課

●朝食欠食が週３日以下の人の割
合

●やせの割合（65歳以上）

ゆっくりよく噛んで食べる人の増
加

●低出生体重児の割合

（2）保育所、学校、地域における食育推進

7 保育所等における食育
保育所で栽培した野菜等
を通しての調理活動への

参加回数

こども
未来課

健康的な食に関する知識・スキル
を持つ子どもの増加

7 小中学生に対する食育 実施回数
学校給
食調理

場

指
標

指標なし

7
食生活改善推進員による食

育
回数・参加者数

健康づ
くり課

7 こども健康教室 回数・参加者数
健康づ
くり課

（3）健康的な食環境の整備

6 うらそえ健康づくり協力店 ●登録店舗数
健康づ
くり課

普段食べる食事が健康的なものに
なっている

2 基準を満たした給食の提供
学校給食実施基準を目指
した栄養価の区分数

調理
場、こ
ども未
来課

指
標

健康づくり協力店の減塩メニュー
数

「●」・・・本計画書の各分野における目標項目
「○」・・・本計画書の他の分野における目標項目、他の計画書における目標項目

●主食・主菜・副菜を組み合わせた
食事が１日２回以上の日がほぼ毎
日の人の割合

適正体重を維持している人の増加

指
標

指
標
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アウトカム中間アウトカム
(人の状態・行動、環境の変化）



個人の行動と健康状態の改善

1-1　生活習慣の改善

② 身体活動・運動

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課 アウトカム

（1）知識の普及啓発、身体活動・運動の機会の提供

7
健診受診者に対する保健指

導
保健指導実施数

健康づ
くり課

地域やイベント等で運動に参加す
る人の増加

7 ウォーキングイベントの開催 てだこウォーク参加者数
観光振
興課

指

標 指標なし

7
スポーツ協会、スポーツ少年

団等の活動支援
浦添市補助金を活用した

大会の開催数（回）

文化ス
ポーツ
振興課

6
スポーツ活動の場としての

学校施設開放
学校施設開放事業におけ
る施設利用者数（人）

文化ス
ポーツ
振興課

指

標

●1日1時間以上の歩行か同程度
の身体活動をしている人の割合

7 一般介護予防教室の開催
一般介護予防事業参加者

数

いきい
き高齢
支援課

6
サン・アビリティーズうらそ
えでの障がい者のスポーツ、

文化活動促進

各種大会・教室の実施回
数、参加者数

障がい
福祉課

指

標

●１日30分以上の運動を週２回以
上実施している人の割合

（2）身体活動・運動を促す環境の整備

7
公共交通利用促進に関する
取り組み（モビリティマネジ

メント）
実施数

都市計
画課

日常生活での歩数が増える環境が
整備される

6 シェアサイクルの推進 市内ステーション数
都市計
画課 ●モノレール３駅利用者数

6 公園の整備に関する事業 整備面積
美らま
ち推進
課

●１人あたり公園面積

6 歩道の整備 維持管理個所数 道路課

（3）身体機能の維持・向上

7
ロコモ、フレイル、骨粗しょう
症に関する知識の普及・啓発

周知回数
健康、
いきい

き
ロコモティブシンドロームの減少

7 骨密度測定会の実施 測定者数
健康、
いきい

き

指

標 ●足腰に痛みのある高齢者の割合

（4）子どもの頃からの身体活動・運動習慣の定着

7
徒歩通学促進、体育授業、体

力測定などの取り組み
徒歩通学への呼びかけ回

数
学校教
育課

子どもの頃から体を動かす習慣が
身についている人の増加

7
児童センター等による遊び

の提供
児童センター利用者数

こども
政策課

指

標 徒歩通学する児童生徒の割合

「●」・・・本計画書の各分野における目標項目

「○」・・・本計画書の他の分野における目標項目、他の計画書における目標項目

身体活動の増加

運動習慣がある人の増加

指

標
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中間アウトカム
(人の状態・行動、環境の変化）



個人の行動と健康状態の改善

1-1　生活習慣の改善

③ 休養・こころ

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課 アウトカム

（１）休養・こころの健康の保持増進、ワーク・ライフ・バランスの推進

7
出前講座、パネル展、SNS等

での普及・啓発
回数

健康づ
くり課

ワーク・ライフ・バランスがとれ、十
分な休養と睡眠をとることができ
る

7
休養・こころ健康に関する講

演会
参加者数

健康づ
くり課

●睡眠で休養が取れている人の割
合

指

標 ●自殺者数・率

7
ワーク・ライフ・バランスに取

り組む企業の周知
パネル展開催回数

産業振
興課

●睡眠時間が十分に確保できてい
る人の割合

7
ワーク・ライフ・バランスに関

する講座
参加者数

市民・
男女共

同

6
保育施設、ファミサポ等によ

る育児負担の軽減
保育所等の利用者数
ファミサポ利用実績数

こども
未来

（2）相談支援体制の強化

6 産後ケア事業 利用者数
こども
家庭課

指

標

○「死にたい」またはそれに近いこ
とを考えたことがある人の割合

5
閉じこもり等の高齢者への

支援
指標なし

いきい
き高齢
支援課

6 相談窓口の周知 チラシ等の配布数
健康づ
くり課

6 ゲートキーパー養成講座 受講者数
健康づ
くり課

6
心身の不調がある人への相

談対応
相談件数（延）

健康づ
くり課

相談しやすい環境が整備され、周
りの人や専門家に相談し、早めに
対応することができる

指

標

○うつ尺度を用いたうつ状態の割
合

6
保育施設、子育て支援セン

ター等での育児相談
育児相談件数

こども
未来課

指

標

○地域の相談機関を知っている人
の割合

6
妊産婦・乳幼児に関する相
談、ハイリスク者への支援

・ハイリスク妊産婦への支
援件数
・乳幼児(発達相談者数)
来所・電話

こども
家庭課

5
民生委員・児童委員による

相談支援
民生委員・児童委員によ
る相談支援件数

福祉総
務課

6
障がいがある方への相談対

応

・基幹相談支援センター、
委託相談支援事業所の相
談件数
・計画相談支援事業所数

障がい
福祉課

6
経済的な困難、ひきこもり等
を抱える方への相談対応

インテーク相談延べ件数 保護課

（3）こどものメンタルヘルスに関する取り組み

7 こころの健康に関する教育
次世代の健康づくり副読

本の活用回数
学校教
育課 こどものメンタルヘルス向上

6
子どもの居場所運営団体へ

の支援

子どもの居場所連絡会開
催数
子どもの居場所からの相
談件数

こども
家庭課

指

標 指標なし

5
教育相談員、スクールカウン
セラー、スクールソーシャル
ワーカーによる相談対応

指標なし
こども
青少年

課

6
登校が困難な児童生徒への

支援
相談・指導を受けた児童

生徒の割合

こども
青少年

課

「●」・・・本計画書の各分野における目標項目
「○」・・・本計画書の他の分野における目標項目、他の計画書における目標項目

誰も自殺に追い込まれることのない
社会の実現

自殺を考える人の減少

心理的苦痛を感じる人の減少

指

標
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中間アウトカム
(人の状態・行動、環境の変化）



個人の行動と健康状態の改善

1-1　生活習慣の改善

④ 飲酒

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課 アウトカム

（１）健康に配慮した飲酒に関する知識の普及・啓発

7
広報、パネル展等での普及・

啓発
回数

健康づ
くり課

飲酒のリスクを知っている人の増
加

7
アルコール依存症に関する

出前講座
参加者数

健康づ
くり課

指

標 指標なし
指

標

●生活習慣病のリスクを高める量
の飲酒をする人の割合

7 飲酒防止教育
次世代の健康づくり副読

本の活用回数
学校教
育課

（2）20歳未満、妊娠中、授乳期間中の飲酒防止
20歳未満、妊婦、授乳中の人が飲

酒しない

7 親子健康交付時の個別指導 個別指導件数
こども
家庭課 20歳未満の飲酒の割合（県）

6 地域の巡回指導 巡回指導件数
こども
青少年

課

妊娠中、授乳期間中に飲酒する人
の割合

（3）断酒、減酒に向けた支援

6
断酒会の活動の場の提供に

よる支援
支援団体数

健康づ
くり課 断酒、減酒が継続できる

7 健診受診者への減酒支援 支援した人数
健康づ
くり課

指

標 減酒、断酒できた人数

「●」・・・本計画書の各分野における目標項目
「○」・・・本計画書の他の分野における目標項目、他の計画書における目標項目

生活習慣病のリスクを高める量の飲
酒をする人の減少

指

標
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中間アウトカム
(人の状態・行動、環境の変化）



個人の行動と健康状態の改善

1-1　生活習慣の改善

⑤ 喫煙

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課 アウトカム

（1）禁煙支援

7
出前講座、SNS、パネル展等

での普及・啓発
参加者数・回数

健康づ
くり課 たばこをやめたい人がやめる

望まない受動喫煙がない社会の実
現

6 健診受診者への禁煙支援 禁煙達成者数
健康づ
くり課 ●喫煙率

指

標 ●受動喫煙の機会がある人の割合

たばこをやめたいと思う人の割合

（2）20歳未満、妊婦、乳幼児の保護者の喫煙防止

7
児童生徒へのたばこのリス

クに関する教育
次世代の健康づくり副読

本の活用回数
学校教
育課

胎児、子どもがたばこのリスクにさ
らされない

7 地域の巡回指導 巡回指導件数
こども
青少年

課

指

標 妊娠中の喫煙率

6
妊婦、乳幼児の保護者への

禁煙支援

・妊婦への支援件数
・乳幼児健診受診票で喫
煙有の保護者への支援者
数

こども
家庭課

7
親子手帳交付時、講座、健診

時等での周知
指標なし

こども
家庭課

（3）望まない受動喫煙の防止対策 公共施設の敷地内禁煙の維持

2
公共施設の敷地内禁煙の実

施
実施状況の把握回数

各施設
所管課

指

標 ●施設数・実施率

「●」・・・本計画書の各分野における目標項目
「○」・・・本計画書の他の分野における目標項目、他の計画書における目標項目

指

標

健康・食育うらそえ21（第３次）　ロジックモデル・アクションプラン

中間アウトカム
(人の状態・行動、環境の変化）



個人の行動と健康状態の改善

1-1　生活習慣の改善

⑥　歯・口腔

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課 アウトカム

（1）こどものむし歯・歯周病対策の推進

7
保健だより、給食だよりによ

る周知
回数

学教、
調理場

6 給食後の歯磨き 実施学校数
学校教
育課

7
小学校の学校歯科医による

歯の健康講演会
学校数、児童数

健康づ
くり課 こどものむし歯の減少

5
保育施設におけるフッ化物

洗口
実施施設数

こども
未来課 ●むし歯のない12歳児の割合

5
未処置歯のある子どもへの

受診勧奨

こども家庭課：乳幼児健
診むし歯有病者数(率)
こども未来課：受診率

こども
家庭
課、未
来課

●むし歯のない3歳児の割合

5 ２歳児歯科健診、フッ素塗布 受診率
こども
家庭課

6
乳幼児健診時の歯科健診、

フッ素塗布
相談率・フッ素塗布率

こども
家庭課

指

標

●50歳以上の咀嚼良好な人の割
合

5
未処置歯のある児童生徒へ

の受診勧奨
受診率

学校教
育課

6
噛み応えのある献立を取り

入れた給食
提供回数

こども
未来
課・調
理場

（2）成人のむし歯・歯周病対策の推進

7 出前講座、パネル展、SNS等 回数
健康づ
くり課

適切な歯・口腔ケアができている
人の増加

ハイリ
スク

糖尿病治療中の人への歯科
受診勧奨

勧奨者数
健康づ
くり課

●過去１年間に歯科検診を受診し
た人の割合

5 歯周病検診（20～70歳） 受診率
健康づ
くり課 １日２回以上歯を磨く人の割合

5 妊婦歯科健診 受診率
こども
家庭課

口腔機能が低下しているものの割
合（ニーズ調査）

（3）口腔フレイル対策

ハイ
リス
ク

口腔機能低下者への個別指
導

口腔機能向上事業参加人
数

いきい
き高齢
支援課

7
口腔機能向上のための健康

講話
実施回数

いきい
き高齢
支援課

「●」・・・本計画書の各分野における目標項目
「○」・・・本計画書の他の分野における目標項目、他の計画書における目標項目

生涯自分の歯で噛んで食べられる人
の増加

指

標

指

標

健康・食育うらそえ21（第３次）　ロジックモデル・アクションプラン

中間アウトカム
(人の状態・行動、環境の変化）

ポピュレーションアプローチは介入のはしごのレベル分けをする。ハイリスクアプロー

チはレベル分けの対象外とする。



個人の行動と健康状態の改善

1-2　生活習慣病の発症予防と重症化予防

① がん

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課 アウトカム

（1）がんの発症予防

7
がん予防に関する知識の普

及・啓発
出前講座、SNS、パネル展等

参加者数、回数
健康づ
くり課

生活習慣及び環境の改善による発
がんリスクの低減

7
保健体育の授業等における
がん、生活習慣病に関する

教育
指標なし

学校教
育課 ○喫煙者の割合

喫煙に関する対策 各ロジックモデルを参照 ○受動喫煙の機会がある人の割合

飲酒に関する対策 各ロジックモデルを参照
○生活習慣病のリスクを高める量

の飲酒をする人の割合

食・栄養に関する対策 各ロジックモデルを参照 ○食塩摂取量

身体活動・運動に関する対策 各ロジックモデルを参照 ○野菜の摂取量
指
標

●がんの年齢調整死亡率（75歳未
満）

○果物の摂取量

○身体活動の増加

○身体活動の増加

○肥満の割合

6
子宮頸がん、B型肝炎ワクチ

ンの接種率向上対策
個別周知件数

健康づ
くり課 ワクチンによるがんの予防

指

標

子宮頸がん、B型肝炎ワクチンの接
種率

（2）がんの早期発見、早期治療

6 がん検診の受診率向上対策 受診勧奨件数
健康づ
くり課 がんの早期発見

ハイリ
スク

精密検査未受診者への受診
勧奨

受診勧奨件数
健康づ
くり課 ●がん検診受診率

要精密検査者の受診率

「●」・・・本計画書の各分野における目標項目
「○」・・・本計画書の他の分野における目標項目、他の計画書における目標項目

がんで亡くなる人の減少

指

標

指

標
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中間アウトカム
(人の状態・行動、環境の変化）

ポピュレーションアプローチは介入のはしごのレベル分けをする。ハイリスクアプロー

チはレベル分けの対象外とする。



個人の行動と健康状態の改善

1-2　生活習慣病の発症予防と重症化予防

② 循環器病

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課 アウトカム

（1）循環器病の予防

6
健康づくり協力店のメニュー

の減塩化
減塩メニュー数

健康づ
くり課 生活習慣の改善

7
高血圧に関する知識の普及・

啓発
参加者数、回数

健康づ
くり課 ●食塩摂取量

7
気軽に血圧を測れる環境づ

くり
血圧計設置個所数

健康づ
くり課 飽和脂肪酸摂取量 ●脳血管疾患の年齢調整死亡率

7
出張健康相談での血圧測

定、受診勧奨
測定者数

健康づ
くり課

●メタボリックシンドローム該当
者・予備群の割合

●心疾患の年齢調整死亡率

7
保健体育等における生活習

慣病に関する教育
指標なし

学校教
育課

食・栄養に関する対策 各ロジックモデルを参照

身体活動・運動に関する対策 各ロジックモデルを参照

（2）循環器病の早期発見、重症化予防

7 特定健診受診率向上対策 ●特定健診受診率
健康づ
くり課 生活習慣病の改善

4
健康ポイント事業（健診受診

者へのインセンティブ）
応募者数

健康づ
くり課

●高血圧の改善（収縮期血圧の平
均値）

7 特定保健指導 ●特定保健指導実施率
健康づ
くり課 ●糖尿病有病者の割合

7
二次検診における尿中推定
食塩摂取量検査の実施

食塩摂取量平均値
健康づ
くり課

●LDLコレステロール高値者の割
合

糖尿病に関する対策 各ロジックモデルを参照 新規透析者数

ハイリ
スク

高血圧未治療者への受診勧
奨

受診率
健康づ
くり課

ハイリ
スク

LDLコレステロール高値者
への受診勧奨

受診率
健康づ
くり課

ハイリ
スク CKD重症化予防事業 腎臓専門医受診率

健康づ
くり課

ハイリ
スク

75歳以上の健診受診者に
対する保健指導

実施人数
健康づ
くり課

喫煙、受動喫煙減少によるリスク
の低減

○喫煙率

喫煙に関する対策 各ロジックモデルを参照 ○受動喫煙の機会がある人の割合

「●」・・・本計画書の各分野における目標項目
「○」・・・本計画書の他の分野における目標項目、他の計画書における目標項目

健康・食育うらそえ21（第３次）　ロジックモデル・アクションプラン

循環器病による死亡の減少

指
標

指

標

指

標

指

標

中間アウトカム
(人の状態・行動、環境の変化）

ポピュレーションアプローチは介入のはしごのレベル分けをする。ハイリスクア

プローチはレベル分けの対象外とする。



個人の行動と健康状態の改善

1-2　生活習慣病の発症予防と重症化予防

③ 糖尿病

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課 アウトカム

（1）糖尿病の発症予防

7
SNS、パネル展、出前講座に
よる糖尿病の知識の普及・

啓発
回数等

健康づ
くり課 糖尿病有病者の増加の抑制

7 特定保健指導 実施率
健康づ
くり課

指

標 ●HbA1c6.5％以上の割合
●糖尿病性腎症の年間新規透析導

入者数

食・栄養、身体活動・運動、飲
酒に関する取り組み

各ロジックモデルを参照 ●HbA1c8.0％以上の割合

（２）糖尿病の早期発見、重症化予防

7 特定健診受診率向上対策 特定健診受診率
健康づ
くり課 治療継続者の増加

ハイリ
スク

二次検診による糖尿病予備
群への検査、保健指導

検査受診者数
健康づ
くり課

指

標

●HbA1c6.5％以上で糖尿病治
療薬を使用している人の割合

ハイリ
スク

糖尿病未治療者への受診勧
奨

受診率
健康づ
くり課

ハイリ
スク

糖尿病治療中の人への健康
支援

実施率
健康づ
くり課 糖尿病性腎症の進行の抑制

ハイリ
スク 腎臓専門医への受診勧奨 勧奨数

健康づ
くり課

指

標 腎臓専門医受診率

「●」・・・本計画書の各分野における目標項目

「○」・・・本計画書の他の分野における目標項目、他の計画書における目標項目

糖尿病の合併症の減少

指

標

健康・食育うらそえ21（第３次）　ロジックモデル・アクションプラン

中間アウトカム
(人の状態・行動、環境の変化）

ポピュレーションアプローチは介入のはしごのレベル分けをする。ハイリスクア

プローチはレベル分けの対象外とする。



個人の行動と健康状態の改善

1-2　生活習慣病の発症予防と重症化予防

④ 肝疾患

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課 アウトカム

（1）肝疾患の発症予防、早期発見

食・栄養、身体活動・運動、飲
酒に関する取り組み

各分野のロジックモデル
を参照

生活習慣・検査値の改善 肝疾患で死亡する人の減少

7
肝疾患に関する知識の普及・

啓発
SNS,HP等

回数等
健康づ
くり課

●生活習慣病のリスクを高める量
の飲酒をする人の割合

指

標 ●肝疾患の年齢調整死亡率

7 40歳未満の健診、特定健診 受診率
健康づ
くり課

●肝機能異常（γGTP　51UT/L以上）
の割合

ハイリ
スク

肝機能異常がある人への保
健指導

実施人数
健康づ
くり課

●肝機能異常（ALT　31UT/L以
上）の割合

○肥満者の割合（20～60歳代男
性）

○肥満者の割合（40～60歳代女
性）

「●」・・・本計画書の各分野における目標項目

「○」・・・本計画書の他の分野における目標項目、他の計画書における目標項目

指

標
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中間アウトカム
(人の状態・行動、環境の変化）

ポピュレーションアプローチは介入のはしごのレベル分けをする。ハイ

リスクアプローチはレベル分けの対象外とする。



社会環境の質の向上

2-1　社会とのつながり

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課 アウトカム

（１）地域住民・社会とのつながり促進

6
高齢者の通いの場への活動

支援

地域で活動しているサー
クルの数

介護予防に資する活動の
立ち上げ支援を行った

サークルの数

いきい
き高齢
支援課

社会活動をしやすい環境が整備さ
れる

社会活動を行っている高齢者の増
加

5
閉じこもり等の高齢者への

支援
指標なし

いきい
き高齢
支援課

自治会加入率の維持
●社会活動を行っている高齢者の

割合

5
シルバー人材センター登録

促進
パネル展開催回数

産業振
興課 シルバー人材センターの就労率

地域活動に週１回以上参加してい
る人の割合（ニーズ調査）

5
生活機能低下の早期発見と
介護予防活動への参加勧奨

短期集中C事業の参加者
いきい
き高齢
支援課

5
サン・アビリティーズうらそ
えでの障がい者のスポーツ、

文化活動促進

各種大会・教室の実施回
数、参加者数

障がい
福祉課

5
市民協働によるまちづくり

の推進
市民活動団体への支援に

関する講座回数

市民協
働・男
女共同
参画課

5
公民館等における市民の主

体的な学習活動支援
中央公民館登録団体数

各種講座事業

社会教
育推進

課

6
てだこ学園大学院による高
齢者の生きがいづくり、地域

のリーダー育成
卒業者人数

社会教
育推進

課

5
地域における総合的な相談
支援体制、コミュニティづく

りの促進

CSWによる地域資源等
の立ち上げに向けた支
援、既存の社会資源等を
継続・維持していく為のア
プローチや会議等の回数

包括支
援体制
準備室

5 自治会等への活動支援
広報うらそえにおける自
治会紹介コーナー掲載数

市民生
活課

（2）地域等での共食の推進

5
子どもの居場所運営団体へ

の支援

子どもの居場所連絡会開
催数
子どもの居場所からの相
談件数

こども
家庭課 共食の場・機会の増加 地域等で共食している人の増加

7
食育月間における共食の意

義に関する周知
回数

健康づ
くり課

指

標 こどもの居場所の数
指

標 ●地域等で共食している人の割合

「●」・・・本計画書の各分野における目標項目

「○」・・・本計画書の他の分野における目標項目、他の計画書における目標項目

指
標

指

標

健康・食育うらそえ21（第３次）　ロジックモデル・アクションプラン

中間アウトカム
(人の状態・行動、環境の変化）



社会環境の質の向上

2-2　自然に健康になれる環境づくり

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課 アウトカム

（１）健康的な選択を促す取り組み

6 うらそえ健康づくり協力店 アプローチした店舗数
健康づ
くり課 健康づくり協力店の拡充

意識しなくても健康的な食事がと
れる環境が整う

指

標 ●健康づくり協力店の登録店舗数
指
標

健康づくり協力店の登録メニュー
数

（2）身体活動を促す街づくり

7
公共交通利用促進に関する
取り組み（モビリティマネジ

メント）
実施数

都市計
画課

日常生活での歩数が増える環境が
整備される

日常生活における歩数が増加する

6 シェアサイクルの推進 市内ステーション数
都市計
画課 ●モノレール３駅利用者数

指

標

○1日1時間以上の歩行か同程度
の身体活動をしている人の割合

6 公園の整備に関する事業 整備面積
美らま
ち推進
課

●１人あたり公園面積

6 歩道の整備 維持管理個所数 道路課

（3）受動喫煙防止

2
公共施設の敷地内禁煙の実

施
ハーモニー：「禁煙」の表
示箇所

各施設
所管課 公共施設の敷地内禁煙の維持

望まない受動喫煙がない社会の実
現

指

標 ●施設数・実施率
指

標 ●受動喫煙の機会がある人の割合

2-3　誰もがアクセスできる健康増進・食育のための基盤の整備

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課

（１）健康的な選択を促す取り組み

7
出前講座による企業の健康

経営支援
実施回数、参加者数

健康づ
くり課 健康経営に取り組む企業の増加 働き盛り世代の健康状態の改善

7
ワーク・ライフ・バランスに取
り組む企業の紹介、周知

パネル展開催回数
産業振
興課

指

標 ●うちなー健康経営宣言事業所数
指

標

（参考）職場における健診の有所見
者の割合の減少

7
ワーク・ライフ・バランスに取
り組む企業の紹介、周知

働きやすい職場づくり紹
介事業所数

市民協
働・男女
共同参
画課

7
ワーク・ライフ・バランスに関

する講座の開催
参加者数

市民協
働・男女
共同参
画課

（2）栄養基準を満たした給食の提供

2
保育所・こども園における給

食
適切な給与栄養目標量の

設定
こども
未来課

栄養バランスが整った食事をとる
子どもの増加

子どもの栄養バランスの改善

2 学校給食
学校給食実施基準を目指
した栄養価の区分数

学校給
食調理

場

指

標

学校給食実施基準を目指した栄養
価の区分数・充足率

指

標 ○肥満傾向児の割合（小5）

「●」・・・本計画書の各分野における目標項目
「○」・・・本計画書の他の分野における目標項目、他の計画書における目標項目

指

標
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食を支える持続可能な環境づくり

3-１　地産地消の推進・食品ロス対策

介入
レベ
ル

個別施策 アウトプット指標 担当課 アウトカム

（１）地域特性に合った地産地消の推進

シマグワを活用した市産品
の販売・開発

イベント開催回数
産業振
興課 地産地消の拡充 持続可能な食を支える環境の実現

ソデイカの加工品販売イベン
トへの支援

イベント開催回数
産業振
興課

指

標

●地域で使用した未利用部位のソ
デイカの使用量

学校給食で桑やソデイカを
使ったメニューの提供

提供回数
学校給
食調理

場

食育パネル展における市産
品の周知

周知回数
健康づく
り、産業
振興

限りある食料資源の有効化

（2）農林水産業体験を通した食育

保育所、こども園での野菜
の栽培・収穫・調理体験

栽培・収穫した野菜の種
類や調理体験の回数

こども
未来課 農林水産業に親しむ人の増加

家庭科や栽培学習における
学習

農林水産業体験の周知回
数

学校教
育課

指

標

●農林水産業体験に参加した人の
割合

（3）食品ロス対策

食品ロス問題に関する情報
の発信、啓発

周知回数
環境保
全、健康
づくり

食品ロス削減に取り組む人の増加

保育所、こども園での給食で
の食品ロス削減

月２～３回の在庫確認管
理

こども
未来課

指

標

●食品ロス問題を認知し取り組む
人の増加

各部の持ち回りによるフー
ドドライブ

年間の実施回数 各部署

3-２　伝統的な食文化の継承

（１）食文化の継承

給食で沖縄料理を提供 提供回数
こども未
来課、調
理場

食文化を受け継ぐ人の増加 次世代に食文化が継承される

琉球漆器を使用した給食 提供回数
文化財
課・学校
給食調
理場

指

標

●食文化を受け継いでいる人の割
合

指

標
●食文化を地域や次世代に伝える

人の割合

地域の人と一緒に行うムー
チーづくり等の行事

開催回数
こども未
来、こど
も政策

給食だより等での周知 こども未来課：周知回数
こども未
来課、調
理場

サッとごはんにて沖縄料理
を紹介

掲載料理数
健康づ
くり課

3-3　食の安全、栄養表示

（１）食の安全、栄養表示

献立表に栄養量と食材の掲
載

実施施設数
調理
場、こ
ども未
来

食の安全や栄養について正しい情
報を得て適切な行動をとれる人の

増加

食の安全、栄養に関するリテラシー
の向上

食生活改善推進員に対して
食品衛生に関する講義の実

施
受講者数

健康づ
くり課

指

標 指標なし

SNSやHP、健康講話にて食
の安全や栄養表示の味方に

ついて周知
周知回数

健康づ
くり課

「●」・・・本計画書の各分野における目標項目
「○」・・・本計画書の他の分野における目標項目、他の計画書における目標項目
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